
追加問題　

， ， は 辺の長さが の正三角形の頂点で，

弧 ， ， は半径 の円弧である。

図のようにこの図形の中に，互いに接する甲乙円を

配置する。

甲乙円の半径をそれぞれ求めよ。

　甲乙円を ， とおき，図のように記号を付ける。

△ は ＝ ， ＝ であるから， ＝

また， ＝ であるから，

＝ （ ）

このとき， ＝ より，

＝ ＝ ，

＝ であるから，△ に三平方の定理を適用すると，

　 ＝ ＝ （ ）

よって，各円の半径は，甲： ，乙： 　

追加問題

図のように，円 に 直線 と

が垂直に交わっているとき，

△ と△ の面積が等しい

ことを証明せよ。

ただし，点 は円外にあり，点

は円 の中心とする。

第 回



　円周上に点 を ∥ となるようにとる。

四角形 は等脚台形になるから， ＝

△ △ （ 他の 辺は半径）　…①

また，仮定より， ＝ で， ∥ より，

＝ となり， は円の直径となる。

△ において， は中線であるから，

△ ＝△ 　…②

よって，①，②より，△ ＝△ 　

（ 　ジョーカー）


